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論文の内容の要旨

　本論文では，チベット高原とその周辺域における，約半月（7～20日）時聞スケールの対流活動と大気循環の

季節内変動を，同時問スケールの対流変動が典型的に観測された年のアジアモンスーン成熟期（7～8月）に関

して調べた。高原上の同周期帯の季節内変動に関する，夏期アジアモンスーン域を含めた包括的な研究はこれま

で行われておらず，この研究は，チベット高原を含めた，広域アジアモンスーンシステムの理解にとって重要で

ある。

　まず，チベット高原の対流活動を指標にした○LRの合成図解析により，北緯28。，東経90。付近中心としたイン

ドシナ，ベンガル湾，インドを含むチベット高原とその周辺域において，対流活動偏差が時計回りの位相変化を

すること，フィリピン～南シナ海にも重要な偏差が存在するが示された。時計回りの南側は，西進するモンスー

ン擾乱が密接に関与していること，北側の偏差は，高原の東西と高原上を東進する擾乱（気圧偏差）が関与して

いる。これらの結果は，チベット高原上と他のアジアモンスーン域のこの周期帯での相互作用を強く示唆してい

る。

　高原上とその周辺の対流活動とチベット高気圧の変動は，中緯度偏西風帯上の東西波数約7で，東進の位相あ

るいは，準定常波的な振る舞いをするロスビー波的な波の変動に強く依存していること，この大気循環場は地形

の力学的作用により高原の東西における非対称パターンを形成していることが示された。これらの結果は，夏期

においても（冬期と同様に），高原の地形と偏西風の力学的な作用が，高原周辺の循環場の変動に大きく寄与して

いることを示した。

審査の結果の要旨

　本論文は，夏季モンスーン期に，チベット高原およびその周辺で卓越する約2週間周期の対流活動が，申緯度

偏西風波動と高原南側および南シナ海地域のモンスーン循環のあいだの相互作用の一環として生じていること，お

よび，この変動が高原の地形との力学的相互作用を引き起こしやすい空問スケールのロスビー波により，選択的
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に励起されている可能性を示した，オリジナリティの高い論文である。さらに，この周期帯の対流活動が顕著で

ある年は，平年より偏西風帯が低緯度側に位置する傾向があり，中緯度の偏西風波動がチベット高原の地形によ

る力学効果を通してのみ，この周期の対流活動と熱帯・亜熱帯との相互作用が生じやすいことを示唆する興味深

い結果も示した。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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